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球終天交通俗講座

助駿引導範士上田 穰

ば　　し　　が　　き

　一領何が良くないεいっても，人の話しを牛分まで聞かす生ま呑み込みに呑

み込んで終ふほ魯始末の悪いものはあるまい。新年早々持ち前の慷慨をして見

せる鐸ではないけれ5も兎角「文字の面」に拘泥して，その用語の意味を察せ

す自分勝手に文字の上から言葉の内容を當て推量するのは實に危瞼なこSΣ申

さねばならない。

　さりながら叉一面，學術用語を齪晒してその解読を施さないεすればこれは

不忠實のそしりを発がれ得ないミころである。

　由來天文現象は，自然人の愈崇の封象ミなってゐ舵ものであるし，今日も禽

ほ一般人士の興味のつながるεころであるが故に生活に織り込まれた幾多の天

文事象はその用語を通俗化し一般化しkこεは疑を入れないであらう。この一

般化せられ，又常識化せられた天文用語を拾ひ上げて軍術用語に探り用ゐ襟ミ

するにはそこに夫れ輝けの用意が必要であるこεは申す迄もないミころである

頽書子をして迷はざらしめ，好国者をして着くミころを知らしめるための用意

は充分備へねばならないのである。

　而してこの目的に向って進まんミするのが，この通俗講話の所期するものに

外ならない。師ち這般の通俗天文講座は天文事實を解説するミ同時に，天文用

語を解明して一つには例の牽強附會な文字の上からの凋断を退け又二つには用

語の自由な使用限界があるミいふこεをも理解してお貰ひしナこいSいふ事を期

待してみるのである。

　次に私が捲弔する講座は球面天文ミいふこミであるが，その球面天文學なる

ものは如何様なものであるかεいふこεから先づお話せねばならない。

　今宇宙に散在してみる星を地球から見れば，その距離は千差萬別であって，あ

るものはさの位の遠さにあるか判らないものもあらうし，一番近い月は三十八

萬キロメートルεいふ位：の程度である。しかし乍らこれ等の距離の差εいふも

のを離れて天艦相互の關係を研究するεいふこミであるならば，部ち見掛けの

上での關係を知るためには，天膿が何れも一つの球の表面に存在するε考へて

一向差支へない課である。その球の牛径が非常に大きくて，我々の身長なさは

申すに及ばす地球の大さも，到底これに比較してはモノの数にならぬεいふ様

な大きな球を考へれば，これは星のきらめいてみる賓際の大室ε殆んさ匠別す
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るこミの出馬ないもので，構想的の球面上の一一この球を天球ε紛する一一研

究が實際に用ひられる課である。藪に球面天文學εいふ一分科を豫想するこミ

が出職る。實際について申せば，暦に記載してある事實は全く球面天文學の慮

用に待つεいって宜しいであらう。

　最後に諸君の御了解を得ナこいこεは，ある一部の嬉嬉は盛に数式を用みて説

明せよミいふ要求を示されるし，他方では全く李易に打ちくだけて説明をせよ

ミ要求されてるるこミであって，私は之れに封して詮方を満さうS努力する考

へである。從って撒式が虫の好かれない方は，図れを見すてNも，その次の文

句から讃んで戴きナこいEいふごεをお願ひする次第である。

　　　　　　　　　　　　　　月　　の　　話

　月は，見るからに美しさの模化であみ。春の夜のおぼろ月，夏には水際の月

殊に秋の月は古字その名高く，芋名月，栗名月εして世人にその美を歌はれて

るる。冬の月は老婆の化粧せるが如しな3いはれて，すごいものにタトへられ

るが，その凄いまでの美しさは墨入を胱惚ナこらしめすには置かない。あの丸屋

根が夜露にシツトリぬれそぼって，それに月がキラキラε冴へてるる情：景は外

では味ひ得ぬ情趣である。そして観測の合ひ間を更けた夜の街にさまよい出る

ε，凍てきった大地は鮮やかに萬象の影を爲して一本半々の樹の枝をも撒へ得

られるがやう。振り仰ぐε月が笑ってみる。眞に月は美の灌化である。

　一膿美εは何ぞやミ云ふ問ひに封して，哲墨者は之れに答へていふ。美εは

利害關係を離れて我々に氣持のいSこεである。太陽は我々地球上生活者に多

くの熱を途り來って，多大の利害關係を有してみるが故に月の如くしかく美の

封象ミなり得ない。ミいふ説明を聞いたこεであるが，正に然かあらうかε思

はれるのである。

　私は月の美を説くのを止めて本筋に入らう。

盈虚　月に盈虚のある事，及びそれが約三十日足らすで繰り返へさるXこεは

可なり古い時代から知られてみる事柄であって，これは地球が太陽の周園を廻

るのミ同時に二月も地球のまわりを廻ってみるのに基くのである。この盈盧の

循環の日記は上の二つの周期から計算し得られる性質のものである。

　　　　　　　1　1　　　　　　　　　　　　　1
　月が地球を公事する周期　　　地球が太陽を公鯨する周期　一一盈虚の凋期

地球が太陽を公韓する周期εいふのは畢寛一年に外ならぬもので其の長さは

　　　　365．Ei　242199＝＝365日55寺48分46．0秒

月が地球を公賦する周期は回鰭月ε穫iせらるXもので

　　　　27．日321582＝＝27日7P寺43分4．7秒

である。從って盈虚の周期，普通に一ケ月ミ着するのは之れであるが，その長

さが
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　　　　29．El　530588＝：：29日12時44分2．8秒　ミなる。

此様に同じく一ト月ε構しながらも，種々の月があるこεが知られるであらう

伺ほ他に
　　　　　　　　ロ
　恒星月　　27．32166i＝・一・　27H7時43分11．5秒

　近卯月　　27．554550・＝＝　27131833．1

　交二月　　27．212220　・＝　275535．8の如くである。

これ等の詮明は叉後に説く機がある筈である。

　この盈虚の周期をまナこ會黒月ε構へるが，甘塩これは月が太陽ε同じ方向に

居る時には，その背後のみ太陽に照らされて地球からは全く認められない盛合

の時期から段々月がフクらんで満月εなり次には月が反封の側の方ヘヤセて前

S同じ會合の期に達するまでの時間を會皐月ε樗へるのである。

　今こ、で會合εいふ言葉を詳しくお話するこミが是非必要である。師ち太陽

ε月εが同じ方向にあるミいふけれさも，それは制り切つナここεの様でありな

がら決して判り切らないこεである。ミ申すのは，もし太陽月及び地球が玉突

皇上の玉の襟に常に一定の李面上にあるならば問題は簡素であるが，三者は決

して同一の準面上にある澤ではない。それで嚴密にいへば太陽ε月Sが地球か

ら見て同方向にあるεいふこミは三者が一一爾ほ詳しくば三者の中心が一一一

直線になってみるεいふこ言でなければならない。しかしそんな場合は減多に

ないニミで古画へてるるのはそんな場合を言ってみるのではないQそれで三者

の中心が一直線でないεしても同じ方向εいふ言葉が用ゐられないものでは

ない。その揚合には，別に基準こなるべき李面を名指さねばならぬのである。

例へば棚の達磨さんが机上の花瓶ミ同じ方向にあるεいふこεもあるに相違な

い。その際は眼ミ花瓶ε達磨が同一の垂直面内にあるεいふこミである。臥れ

かNつナこZF面を基準Sすれば三者は同一方向ε見倣すこεは出來ぬ。

　實際上月の膝行の軌道郎ち白道は黄道ε細く僅の傾き爲しかしてみないが故

に黄道面を一つの準り慮εして，之に垂直な軍面内に太陽月地球の三者が來た

時を同方向になったε稻へるのである。勿論白道面を基準εしても文句はない

けれ共，然し一般には黄道面を基準に用みてみる。畢寛一つの約束である。（綾く）

　　　　　　　　　　　は　　　が　　　き
　山本一清先生

　先生「天界」力逮てもい、雑誌になりまして嬉しくてNうがありまぜん。試験
前で忙しい時でも「天界」が廻る定譲まないでば居られまぜん。
　先生一つ御願ひがあります。四等星位象で入れ7：手頃の星座早見為作って下さ
い。そして各の星をradioactiveなもので書き入れて下さい。時間；を見る穴の側へ

も其れな塗って頂けば登山者なざもきつS喜んで使ふでぜう。會員が全部買って
も千に出ます◎なるべく安く，しかし正しく且つ意力の確實なのな同好會で作っ
て下さい。叉同じくradiocativeなneedle潜持つ乗小さい磁石を併ぜて作って戴
いずこら登山者なんかに誠に喜ぶでぜう0　　　　1926・1・20　　　丁丁の一會員


